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令和８年９月No.６ 文責 高山 智子 

学校教育目標 

ふるさと松野を愛し、 

未来を拓く生徒の育成 

 

2学期始業式の式辞より 一つ一つの行事に本気で！ 

夏休み中に発生した令和８年熊本地震により被害に遭われた皆様、千葉県を

中心として発生した記録的な豪雨災害に遭われた皆様、心よりお見舞い申し上

げます。また、犠牲になられた方々や御家族の方々に心よりお悔やみ申し上げま

す。被災された方々の安全と、一日も早い復旧・復興が進み、平穏な日常が戻り

ますことを切にお祈り申し上げます。この夏休み中、全校生徒５２名と先生方が、

「大きな事故もなく、元気に２学期を迎えられたこと」、「当たり前に２学期がスタ

ートできたこと」に感謝したいと思います。 

まず、２学期にある多くの行事に、一人一人が「本気」で取り組み、仲間との

「絆」を深め、学級・学年に、そして学校に、望ましい「変化」 を起こしてほしいこと

を伝えました。そして、それぞれの行事に目的意識を持って取り組むことの大切さ

についても伝えました。 

2学期の目標＝凡事徹底＋目的意識 

本気について3つの詩を紹介しました。 
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充実した2学期にするために！   

音叉 （おんさ）という道具を使って、音が

響くためには、音を発信するもの（授業では

教諭）と、その音をきちんと受け止めてくれ

る存在（授業では生徒）が必要であることを

話しました。また、二つの音叉を近づけて一

方の音叉を鳴らすと、響き合いが生まれる

「共鳴」についても紹介しました。 

「同じ目標に向かってお互いを受け止め

たり、共感したりしながら、成長しようと学び合う皆さんの姿が、音叉のように響

き合い、学校中に広がっていくことを期待します。 響き合いが生まれるとき一番

大切なのは、一人一人がしっかりと音を出すことです。音とは、みなさんの存在で

あり、考えであり、行動です。一人一人がしっかりと自分自身の音、つまり自分の

個性や意思、考え、思い、行動などを出し、その音を周りがしっかり受け止めて応

えていく。これを全校生徒と先生方の全員で行うことで、松野中学校唯一の響き

合いが学校中に広がっていくのです。 松中生のみなさん、このようにして、自分

の夢や希望、目標に向かって、精一杯、全員で駆け抜ける２学期にしましょう。」 

校長   日野   岳   

 

＜県総体＞ 

７月末に行われた県総体では、本校のソフトボール部（準優勝・四国総体３位）、

サッカー部（ベスト４）、男子バレーボール部（２回戦敗退）が、それぞれの会場で

熱い戦いを繰り広げました。 

これまで温かく見守り、背中を押してくださった保護者の皆様、地域の皆様に

心より感謝申し上げます。大会を終えた生徒たちは、支えていただいた方々への

感謝とともに、新たな目標を掲げ、前を向いて歩み始めています。新チームで始

動した生徒、進路や学習に気持ちを切り替える生徒など、これからもそれぞれが

新たな目標に向かって力を尽くしてまいります。今後とも温かい御声援をよろしく

お願いいたします。 

 

音叉 共鳴 

 



 

＜９月の主な予定＞ 

 


